
　　水戸市社会福祉協議会（社協）は、「だれもが元気で安心して暮らせる福祉のまちづくり」を進めています。
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令和４年に金婚（結婚50年）を迎えられる皆さまへ

第49回 金婚祝賀会を開催します
皆さまのお申込みをお待ちしております

金婚祝賀会の内容

▪開 催 日　令和４年 11月 22日（火）
　　　　　　（受付 午前９時）
▪会　　場　水戸プラザホテル（水戸市千波町2078-1）

▪該 当 者　�昭和47年に結婚し、令和４年１月１日
現在で市内に居住されているご夫妻

▪主　　催　�水戸市、水戸市社会福祉協議会

▪申込方法　�①郵便番号・住所　②お住まいの小
学校区　③ご夫妻の氏名（ふりがな）　
④年齢　⑤電話番号　⑥結婚年月日　
を記入の上、ハガキまたはFAXに
てお申込みください。

▪申込期限　令和４年７月29日（金）

申込・問合せ先　〒311-4141　水戸市赤塚1-1
　　　　　　　　　水戸市社会福祉協議会　地域福祉推進係
　　　　　　　　　電話　029-309-5001　　FAX　029-309-5525

写真撮影

プロのカメラマンによ
るご夫妻の記念撮影を
行います。

その１
式典

主催者や来賓の皆さま
からの祝辞などをいた
だきます。

その２
アトラクション

演奏や歌で祝賀会を彩
ります。

その３



　　皆さまより集められた社協会費は、支えあい・助けあいのための事業推進を支えています。
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人に優しい銀行をめざして
常陽銀行はどなたでもご利用しやすい銀行をめざし、
さまざまなバリアフリーへの取組を進めています。

受託金収入
（74.7%）
1,403,802 千円

補助金・
分担金収入
（4.3%）
80,483 千円

共同募金配分金収入
（1.4%）
26,306 千円

事業収入（13.4%）
250,759 千円
　事業収入
　介護保険収入
　老人福祉事業収入
　保育事業収入
　就労支援事業収入
　障害福祉サービス等事業収入
　その他の事業収入

繰越金（4.7%）
88,749 千円

会員会費収入（1.4%）
26,000 千円

寄附金収入（0.1%）1,500 千円

収入合計
1,877,599千円

　　マスコットキャラクターの
　　活用
　常磐大学生と
共同で制作した
マスコットキャ
ラクターを広報
啓発活動に活用
します。

新
規

生活介護等施設の運営
　高齢者、障害者、乳幼児を対象に各
分野の情報や支援内容を共有し人権を
尊重した、より良いサービスの提供に
努めます。また、「利用者への支援を
充実するために、他機関との連携によ
る強度行動障害に重点を置いた研修を
重ねる」等の行動目標を掲げます。

　　第４次地域福祉活動
　　計画等の策定
　第４次水戸市地域福祉活動
計画及び第４次水戸市社会福
祉協議会発展・強化計画の策
定に向けて、計画策定委員会
の設置など準備を進めます。

新
規

就労支援施設の運営
　利用者の工賃向上や一般就労の支援
に努めます。利用者支援にあたっては、
意思決定支援ガイドラインに沿った取
組を進めます。また、「作業効率を上げ、
重度化している利用者でも作業が可能
になるよう環境づくりに取り組む」等
の行動目標を掲げます。

法人経営部門

介護・生活支援サービス部門 就労支援サービス部門

令和４年度
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詳しい内容は、ホーム
ページをご覧ください。
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学生と共同制作している様子



　　社協の各種事業には、赤い羽根共同募金の助成金が活用されています。
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自動車共済に があります!!

茨城県知事の許可を得て、社会福祉事業を行う事業者
が所有もしくは使用する自動車に対し、共済掛金から
10％を割引する制度です。

関東自動車共済協同組合 茨城県支部
水戸市桜川 2-2-35 茨城県産業会館 8 階

（茨城県火災共済協同組合内）TEL029-224-0610

●お問い合わせは下記まで
見直しま

せんか！

法人経営部門
（7.9%）
147,528 千円

地域福祉部門
（15.4%）
288,155 千円

相談支援・
権利擁護部門
（12.7%）
238,569 千円

介護・生活支援
サービス部門
（46.5%）
875,761千円

就労支援サービス部門
（17.5%）
327,586 千円

支出合計
1,877,599千円

　　就労準備支援事業
　　家計改善支援事業
　生活困窮者のうち、就労に向け
た課題を抱える方に対して、支援
や訓練を行うことによって一般就
労につなげます。また、家計に課
題を抱える生活困窮者の相談に応
じ、専門的な助言を行います。

新
規

　　地域福祉推進・敬老慶祝事業
　　福寿のつどい
　これまで続けてきた敬老会を終
了し、「福寿のつどい」として開
催します。高齢者に感謝と敬意を
表すとともに、地域活動の一員と
してご活躍いただくことを期待し
て、地域交流の機会をつくります。

新
規

　　成年後見支援事業
　　
　連携中枢都市圏において広域中
核機関として権利擁護支援を目的
とし、各地域において、相談窓口
を整備するとともに、適切な支援
につなげる地域連携の仕組みの構
築を図ります。また、成年後見人
等を社協が受任します。

重
点

　　地域ささえあい活動助成事業
　　
　地域課題
に取り組む
住民同士の
ささえあい
活動を支援
します。

新
規

　　障害福祉基幹型
　　支援センターの運営
　障害福祉サービス事業所や地域
の相談機関との連携を図り、障害
者が地域で暮らしやすいネット
ワークづくりに努めます。また、
障害福祉分野以外の専門職員との
関係構築を強化します。

重
点

　　ボランティア振興事業
　　
　ボランティアに関するニー
ズ把握・相談・広報啓発・情
報提供やボランティア各種講
座等の開催及び活動助成を行
います。
　また、次世代ボランティア
の育成を強化します。

重
点

相談支援・権利擁護部門

地域福祉部門

予
算（
支
出
の
部
）

住民同士でベンチを製作する様子



　　皆さまより集められた社協会費は、各種事業に活用されています。
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令和４年度
社協会員会費
を募集します
� 【問合せ】地域福祉推進係 ☎029-309-5001

ふれあいと優しさあふれる
　　「福祉のまち水戸」の実現に向けて
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。

会員会費の年額
・一般会員…   500円以上（一世帯）
・特別会員…1,000円以上（個人）
・団体会員…3,000円以上（福祉施設、団体等）
・賛助会員…5,000円以上（篤志家、企業）

皆
さ
ま
の
支
え
あ
い
で

地
域
の
つ
な
が
り
は

�

深
ま
り
ま
す

　市民の皆さまからお寄せいた
だく社協会員会費の他に、福祉
施設や団体、企業や篤志家の皆
さまにご加入いただく、団体会
員・賛助会員があります。
　いただきました会費は、地域
で行う福祉活動の資金となりま
す。地域福祉貢献活動にご協力
をお願いします。

　一企業や団体が、何かしたいと思っ
てもできることは限られますが、社会
福祉協議会の会員になることで、福祉
に貢献ができると思い、申し込みまし
た。
　ボランティアの活動はとても大切な
ことと思いますし、生活困窮者、障害
者や高齢者の支援など、社会福祉協議
会の活動は多岐にわたり、重要な活動
だと思います。社会福祉協議会の活動
がもっと広がり認知されるよう、頑張っ
てください。

団体会員・賛助会員の
加入にご協力を
お願いいたします。

㈱柴建築設計事務所 
所長

柴　和伸 さん

賛助会員の声 福祉活動への貢献のために

応援していま
す！



　　水戸市社会福祉協議会は皆さまとともに「福祉のまち水戸」の実現に取り組みます。
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100円　社会福祉の普及活動
  50円　�ボランティア活動の

応援
  30円　心配ごと相談
  15円　金婚祝賀
  10円　社会福祉大会
  45円　�事業実施のための�

経費

250円
各支部の福祉活動に
例　・サロン活動
　　・福寿のつどい
　　・�ひとり暮らし�

高齢者との交流会

心配ごと相談
　専門の相談員が、生活上の様々な相談に寄り
添い、一緒に考えます。（無料）

サロン活動
　誰もが気軽に集える場所をとおして仲間づく
りや健康づくりなどをする活動を支援します。

mito こどもボランティア隊
　身近な地域活動や福祉体験を通して、支え合
いやボランティア活動の楽しさを学びます。

ひとり暮らし高齢者との交流会
　住み慣れた地域の中で安心して暮らせるよう、
つながりづくりをしています。

会費により支えられる事業の内容



　　赤い羽根共同募金の助成金は、地域福祉の推進に役立っています。
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アスクル・中堅大企業向けアスクル「ソロエルアリーナ」

オフィス家具・医療＆⾼齢者施設家具・パーティション

介護ソフト・OA機器・移転作業・レイアウト提案

株式会社エバタコーポレーション
〒310-0912 ⽔⼾市⾒川5-4-33

TEL:029-257-8533 FAX:029-255-1917

福祉講演会
　水戸市社協は、３月19日（土）、水戸市福祉ボラン

ティア会館において、３年ぶりに福祉講演会を行い、

多くの方にご来場いただきました。

　今回は、事故で右腕を失くした倉持智行さんをお

迎えして「失くした先に夢がある」をテーマに講演

していただきました。倉持さんは、文字の練習や義

手で絵を描いたりすること（写真右）を繰り返すう

ちに周りから評価され、障害があっても前向きな気

持ちになれたそうです。

　倉持さんの語る「できる喜び」に会場全体が共感し、

様々なことに「挑戦する勇気」に感銘を受けました。

ウクライナへの救援金の寄附
　ロシア軍によるウクライナへの軍事侵攻に対する抗

議と国際平和への祈りを込めて、水戸市が開始したウ

クライナ人道危機救援金に賛同し、水戸市社協では、

職域募金を行いました。

　全職員がウクライナの平和を願って寄附した募金は、

日本赤十字社を通して、ウクライナへの救援活動に充

てられます。

　また、市民の皆さまからの救援金は、９月30日（金）

まで本会赤塚事務局（市福祉ボランティア会館　赤塚

1-1）に募金箱を設置していますので、引き続き、ご

支援をお願いいたします。



　　皆さまよりお寄せいただいたご芳志は、各種事業に活用されています。
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編 集 後 記 編　集　 水戸市社会福祉協議会広報紙編集委員会
発　行　 社会福祉法人水戸市社会福祉協議会
　　　　 〒 311-4141　水戸市赤塚 1-1
　　　　 （水戸市福祉ボランティア会館内）
　　　　 TEL 029-309-5001  
　　　　 FAX 029-309-5525
　　　　 URL  http://www.mito-syakyo.or.jp
　　　　 E-mail  syakyo@mito-syakyo.or.jp

　新型コロナウイルスの感染拡大は、社会のシステムに大きな
影響を及ぼしています。外出自粛要請により、運動不足や社会

参加の機会が制限されることで、基礎疾患が悪化するリスクが高まったり、認知機能の
低下を引き起こしやすくなります。健康寿命が伸びても何もしないでいるとフレイル（心
身の機能が衰える）の状態になり、寝たきりになる可能性が生じます。
　長く続くコロナ禍の中では、感染症対策を取りながら適度な運動や社会参加活動が大
切になります。
　社会福祉協議会の助成事業の「ふれあいサロン」や各市民センターで実施している「健
康教室」に参加して、軽い運動で体を動かし、仲間と会話をすることで生きがいを感じて
下さい。心も体も健康で人生100年時代を元気に過ごしたいものです。�（田上　惠子　記）

使用済み切手・プリペイドカード類・物品等
水戸更生保護女性会／石の老舗こしば／野菊の会／関東ビルサービス㈱／ 
園元典子／常陽ボランティア倶楽部／渡邊和雄／太田ふじ枝／三の丸自治コミュ
ニティこだまの会／みどり幼稚園父母の会／話音絵=わおんかい／雨貝憲造／
水戸市介護保険課／サークル・点心／幡谷哲子／（有）ONE TEAM／シルバー人材
センター手芸サークル／市川由里子／外岡健夫／NPO法人HAPPYリレーいろ
いろ／混声合唱団コール水戸／柳沼久美子／水戸千波郵便局／水戸市福祉総務
課／田口三智子／高阿田靖子／吉田地区女性会／たまり場かねた／高崎とよ子
／水戸市立妻里幼稚園／細川育子／関東自動車共済協同組合茨城県支部／手話
サークルたんぽぽの会／朗読ボランティア「コスモス」／介護用品のスマイル㈱
日本ドライ／茨城県退職公務員連盟水戸支部／ハタミ特装㈱／水戸市シルバー
リハビリ体操指導士の会西部支部／㈱吉原工業／片口菖・菫／鈴木芳枝／

（一社）水戸観光コンベンション協会／飯村健一／水戸市シルバーリハビリ体操
指導士の会笠原支部／野坂康子／佐野真弓／水戸市社会福祉協議会渡里支部／
園部美喜子／明治安田生命保険（相）水戸東営業部／小泉不二夫／㈱フジテック
／川又智世／川上清／水戸市立博物館／ミュージックベル28♪響（ひびき）♪／ 
㈱カワスミ／ヤマダイ㈱／手話サークルしあわせ会／㈱計装機器製作所／茨城県
歯科衛生士会水戸支部／水戸市社会福祉協議会緑岡支部／荒木正博／川村和雄
／立原康弘／双葉台女性会／渡辺正子／清藤光子／松崎保元法律事務所／
石川則夫／鈴木久江／アクティブボランティアみと／Cookぼーの／ボーイスカウト
水戸第４団／ガールスカウト茨城県第26団／大内節子／東冷サービス㈱／園芸ボラン
ティア「花hana」／中沢池愛護会／西内譲／㈱柴建築設計事務所／茨城県隊友会
水戸支部／水戸市シルバーリハビリ体操指導士の会見川支部／高橋建設工業㈱／
松葉満江／水戸市保健推進員城東支部／黒澤保夫／要約筆記サークル萠／ばるー
ん・レインボー／小栁万里子／堀江効／水戸下市郵便局／城東女性会／増渕四郎

ご寄付は福祉施設等に有効に活用させていただきました。
水戸市社会福祉協議会　令和４年２月～４月受付分（敬称略・順不同）

寄付金 （社会福祉事業に）

美容室RADIO／（公社）水戸法人会女性部会／宮原東町内会２班
荘司良一／荘司ひで／他匿名１件� （令和３年度合計額　1,697,221円）
� （令和４年度累計額　   300,432円）

（公社）水戸法人会女性部会様

〈寄付金をいただきました〉

ASA上水戸見和様

〈車いすをいただきました〉

常陽ボランティア倶楽部様

〈タオルをいただきました〉

常陽ボランティア倶楽部様

〈ポップコーン機をいただきました〉



（シンボルマークと標語）
水戸市社会福祉協議会ボランティアセンター
〒311‒ 4141 水戸市赤塚1-1（水戸市福祉ボランティア会館内）
TEL 029-309-1011　　FAX 029-309-1139
https://www.mito-syakyo.or.jp
月曜日～金曜日  9：30～16：30

問　合　せ　・　申　込　み　等

ボランティアセンター
だより

あたたかい　手と手でつなぐ　奉仕の輪

令和4年（2022年）6月15日号

はじめまして“ベルサポ＂です♪
� 代表　河野 歌子

　昨年12月、開催したベルマーク運動サポーター養
成講座と１月のフォローアップ研修に参加した中の
有志10名で、ボランティアサークル “ベルサポ” を3
月11日に立ち上げました。
　メンバーは、小学校のベルマーク委員で活動して
いる方、孫と共通の話題にしたい方、ご夫婦で社会
貢献したいといった方などさまざまですが、皆さん
とても熱心です。
　私たちの活動は、地域で集まったベルマークを整理、
仕分け、集計したものを市内の小学校やベルマーク
教育財団へ寄付をすることです。
　ベルマーク１点が１円に換算され、学習教材など
の購入費用に充てられます。まさに『ベルマークも

積もれば大金となる』です。この運動に賛同する企
業やベルマークを長く集めてくださる方々の厚意を
無にすることなく、息の長い楽しいボランティア活
動としていきたいと思います。
　ベルマークを寄付してくださる方、この活動にご
興味のある
方は、ぜひ
ボランティ
アセンター
までお声か
けください。

令
和
四
年
度

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
等
研
修
会・連
絡
会
の
開
催

あったか通信

　

四
月
十
六
日
（
土
）
に
、
水
戸
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
館
に
お
い
て
、

「
令
和
四
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
等
研
修
会
・
連
絡
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
や
個

人
が
出
席
し
、
六
十
五
名
（
四
十
サ
ー
ク
ル
、
個
人
十
名
）
と
い
う
多
数

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、
こ
の
二
年
間
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
思
う
よ
う
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
な
い
で
い
る
と
い
う
相
談
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

同
士
の
情
報
交
換
の
場
が
欲
し
い
と
の
要
望
に
応
え
て
、
各
サ
ー
ク
ル
・

個
人
が
日
頃
の
活
動
報
告
や
サ
ー
ク
ル
紹
介
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
『
発

表
会
』
と
し
ま
し
た
。
応
募
が
あ
っ
た
四
サ
ー
ク
ル
と
個
人
二
名
に
発
表

を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
か
ら
「
私
た
ち
以
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
の
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
、
「
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
に

呼
ん
で
み
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
非
常
に
有
意
義
な
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
連
絡
会
で
は
、
資
料
に
基
づ
き
、
今
年
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
保
険
加
入
案
内
や
活
動
助
成
金
の
申
請
方
法
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す

る
方
々
の
交
流
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
し
て
、
地
域
課
題
や
生
活
課
題
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

音訳ボランティア「こだま」

わらじ愛好会

バルーンアートの佐藤さん


